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平成 4年度魚病診断結果 
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 平成4年4月～平成5年3月までに養殖魚および種苗生産や中間育成時に発生する病害について,試験

場への持ち込みと養殖場を巡回調査時の検体について診断した結果を表 1,2 にまとめた。 

 

 表 1 平成 4年度診断結果（淡水魚） 
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表 2 平成 4年度診断結果（海産魚） 

   

 

診断結果 

  内水面における診断件数はアユ 125 件,ウナギ 15 件およびアマゴ 31件となり,総件数は 171 件であ

った。海面における診断件数はブリ 18 件,ヒラメ 22 件,トラフグ 12 件およびその他の魚類 7 件とな

り総件数は 59 件であった。 

  アマゴではせっそう病および細菌性鰓病の診断数が多く,アユでは冷水病の診断件数が急増した。そ

の他,細菌性疾病の項に含めたシュウドモナス感染症の件数が多くなった。海産魚では,ブリの類結節

症の件数は減少したが,これに代わり連鎖球菌症の件数が増加した。ヒラメでは,エドワジェラ症の件

数が多くなっている。 
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薬剤感受性試験結果 

 養殖アユから分離された V.anguillarum A Type の薬剤感受性試験結果を表 3 に示した。一部には

スルファモノメトシンに対して高感受性を示す菌株もみられたが,大部分は低感受性であり,また,オ

キソリ酸にたいしてはすべての株が低感受性であった。 

 

表 3 養殖アユから分離された V. anguillarum の薬剤感受性試験結果 

   


